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パターンがある。ここに当センター利用者の休職

前６カ月間のエピソード３例を図に示した。 

 

【例１】急速な落ち込み 

前日の退勤直前まで普通に会社で働けており、

その日の夕方まで書類を作成していた。大した疲

労感も感じていなかったが、次の日の朝突然起床

できなくなった。うつ状態になるスピードが速い

のが特徴と見られるが、出勤できる状態に戻るの

も速く２～３日。本人も周囲の家族も躁状態は特

に感じたことがない。 

 

 

 

 

 

 

 

【例２】初めての落ち込み 

昔からテンションが高いことは自覚していた。

大きなプロジェクトが終わり、仕事量が減って空

き時間が増えたことから体調不良となり、初めて

うつ状態を経験した。その後、休職。６ヶ月の療

養後リワークを利用した。復職後躁転の機会は多

いが、うつによる落ち込みは少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

【例３】断薬の繰り返し 

 服薬を開始して体調が良くなると服薬の必要

性を感じなくなり主治医に断りなく断薬。これを

繰り返した結果、４回目の休職となってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

４  双極性障害に有効なリワークプログラム 

(1)マルチタスクプログラム実施以前の状況 

 前述したように、双極性障害及び病状に気分の

波の増幅があると指摘された利用者に対して考

慮されたリワークプログラムは特になく、強いて

言えば対人コミュニケーションが多く含まれる

プログラムの分量を減らす、図書館通勤を行う等

の配慮程度であった。その理由は、プログラムの

刺激によって躁やうつのエピソードを出現させ

てはならないと考えていた為で、当時は「気分の

波の増幅をなるべく起こさず一定に」という視点

の支援が主流だったように記憶している。当然、

主治医側も同様の見方をすることが多かった。  

 

(2)マルチタスクプログラム実施のきっかけ 

前述した状況の中で、唯一某企業の産業医が

「リワークで大人しくしているだけではまった

く意味がない。リワークの刺激程度は復職後いく

らでも起こりうる刺激であり、それに対処できる

方法を身につけてこなければ何の意味もない。マ

ルチタスクプログラムにはどんどん参加して欲

しい」との意見を発した。確かに、最初から気分

の波を一定にすることだけを目指す支援では、疾

病特性を理解する場面がない。QOL（Quality of 

life 生活の質の向上）という視点から考えても

良い支援とは言えなかった。 

これをきっかけに、双極性障害及び病状に気分

の波の増幅があると指摘された利用者に対して

マルチタスクプログラムを実施し、病態像の変化

や対処方法について考察する場面を提供するこ

ととした。開始にあたっては、主治医・産業医と

の連携を行い、事前準備については細心の注意を

払った。 

 

５  マルチタスクプログラムの実施 

(1)目的 

 双極性障害の人たちの休職前のエピソードを

踏まえ、自らの気分の波の増幅を感じ取り、個々

の病態像や疾病特性の具体的な理解を図ること

で、再発・再休職防止対策の具体化を目指す。  

 

(2)対象者 

 主治医より双極性障害の診断を受けた利用者 
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及び診断名はうつ病その他であるが、気分の波に

増幅があると指摘された利用者 15 名を対象とし

た。 

 

(3)実施日程 

平成 25 年２月 28 日（木）・平成 25 年３月７日

（木）に実施した。作業項目とタイムスケジュー

ルは表１に示した。 

 

表１ 作業項目とタイムスケジュール  

作業項目  スケジュール 

◆アナログ・メールチェック 

担当カウンセラーに提出する 

 

9:30 

打ち合わせ終了  

次第作業開始  

 

 

12:00～13:00 

休憩  

 

 

13:45～14:30 

戦略会議発表  

 

 

 

14:30～15:00 

振り返り 

◆数値チェック 

レベル１～６の中から２冊以上。 

チェックは他者へ依頼する 

◆ピッキング 

レベル１～５の中から２冊以上。 

チェックは他者へ依頼する。 

◆戦略会議  

①リストの中から商品を選択し、グル 

 ープで販売戦略を考える。 

②パワーポイントに資料を作成する。  

③発表する。 

制限時間：プレゼン発表時間８分 /

質疑応答３分  

 

 第１回目のマルチタスクプログラムは表１の

ように実施し、第２回目は第１回目の後に実施し

た振り返り（個人振り返り及びディスカッショ

ン）を踏まえて実施した。 

 

６  結果及び考察 

(1)第１回目 

①気分指数と疲労指数 

参加者の気分指数と疲労指数 (*)の数値の平均

は、気分指数が最大 100％中、開始時 80％・終了

時 83.3％、疲労指数が開始時 12.5％・終了時 42％

という値になった。 

(*)現在の気分や疲労具合を数で表現する方法。「気分指数」

「疲労指数」と表現し、気分指数は、気分が良いほど数が

増える。疲労指数は、疲れている時ほど数が増える。 

 

②振り返り 

マルチタスクプログラム参加後、参加者の気分

が高揚した場面についてグループワーク形式で

ディスカッションを実施した。 

以下に、参加者の感想・意見を記す。 

【作業場面】 

・ 時間制限があるがあと少しで終わると思う

と余計高揚した。 

・ 過度の集中を継続すると気分が高揚する。

時間を計ってみると、作業に 45 分以上集中

すると次第に気分が高揚してくるのを感じ

た。 

・ 数値チェックなどをやっていて、近くに作

業スピードの速い人がいると競いたくなり

気分が高揚した。 

・ 作業ペースの遅い人を見ると苛立ち、調子

が高くなった。 

・ ピッキング作業をやっていて焦りが出てく

ると、気分の高揚感が出てくるのがわかる。 

・ 疲れると同時に気分がハイに近づく。 

【対人場面】 

・ 要領を得ない発言や段取りの悪さ、スピー

ドの遅い話し合いの場面に対しイライラし、

調子が高くなることを体感した。この時、

リワークに参加して初めて会社のことを思

い出し、会社の環境に似ていると思った。 

・ グループの雰囲気が良く、一体感を感じた。

プログラムが終わった後も気分高揚が継続

してしゃべり続けてしまった結果、帰宅し

ても高揚感が収まらず、疲労が翌日まで持

ち越してしまった。 

・ 周囲から「期待しているよ」と声をかけられ

心地よい高揚感があり身体が軽くなるのを

感じた。「何でもやってあげたい」という気

持ちになった。 

【イレギュラーな出来事に対する場面】 

 ・ 業務内容が変更となったとき、驚きととも

に調子が高くなるのを感じた。 

・ 配置転換などのイレギュラーな出来事に対

し驚いた後、高揚感を感じた。 

 

③考察 

基本的にテンションが高く、疲労知らずという

印象を受けた。うつ病の利用者は疲労が高まり気

分が落ち込むといった様子が見られるが、データ

にも現れたように、双極性障害の利用者は実施前  
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